
~快適でクリーンな生活環境をめざして~

「南部クリーンパーク」
供用開始

ぶ-fqdJLiziム理場
;訂~

12月1目、上田市南部終末処理場「南部ク

リーンパークJの通水記念式典が行われ、供
用が開始されたことにより、約2000戸で下水

道が使用できるようになりました。

公共下水道では上田 ・別所温泉に次ぐ3番

目の終末処理場で、外観は蔵風の造り O 管理

棟、沈砂池ポンプ棟、汚泥処理棟、水処理施

設により、流入した汚水を浄化し、汚泥はセ

メン ト原料として再利用します。

今後、 城下 ・川辺 ・泉田などの南部処理区

と中塩田処理区ヘ処理区域を拡大していきま

す。

また、同目、浦里と八木沢地区の農業集落

排水処理場も供用開始され、市全体の下水道

普及率は、本年度末までに50パーセントを超

える見込みです。

市では、干曲川をはじめとする水環境の保

全や快適で文化的な生活環境作りを目指し、

今後も積極的に下水道整備を進めていきます。

下水道本管埋設工事等によリ、たいへんご

迷惑をおかげしていますが、ご理解、ご協力

をお願いします。

沼市間部亡帝京処壇場
通 7rwAK臨念
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12 
亙
巾
民
の
家
計
簿

平
成
刊
年
度
上
半
期

(
4
月
5
9
月
)

1億6，605万円

総 15億1，627万円

3億5，654万円

39億 435万円

35億 120万円

労

13億2，735万円

費

費

11億4，959万円

2億2，221万円

48億3，249万円農林水産業費

d
F
a
吃
avduweee

A 
:z:;;: 

務

E義92億6，883万円

1億2，033万円

5，947万円

7億1，129万円

175億1，933万円

4億 500万円

1億6，000万円

13億6，000万円

4，000万円

税

税方譲与

利子割交付金

地方消費税交付金

特別地方消費税交付金

市

地

89億4，822万円

25億7，826万円

2億9，648万円

費

費

費

生

生

(動

民

得?
0円

27億2，523万円35億1，794万円費工商

41意1，978万円

41億6，237万円

1，536万円

4億1，933万円

4億1，981万円

4億5，000万円

52億9，291万円

2，600万円

10億7，327万円

8億 853万円

方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料 24億4，026万円79億1，903万円費木土

5億8，357万円10億1，011万円費防;南

15億7，423万円36億2，785万円費育教

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
度
上
半
期
と
下

半
期
の
2
園
、
定
期
的
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
刊
年
度
上

半
期
の
会
計
別
収
支
状
況
、
地
方
債
現
在
高
、
一
時
信
入
金
、
市
有
財
産
の
状
況
に
つ

い
て
で
す
(
平
成
刊
年
9
月
初
日
現
在
。
一
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
)
。

29億6，290万円

予

4，796万円9，125万円費|日f夏宝ロ災

0円

56億7，728万円

2，816万円

2，745万円

1億8，901万円

3億5，161万円

34億6，017万円

56億2，590万円

427億8，796万円

入

一金
費

費

債

{蒲

公
金

金

入

越

入

一債

収

182億1，682万円427億8，796万円計A 
口出歳IT

-
-=-ロ

A 
ロ入

※民生費、農林水産業費、 土木費および災害復旧費には、前
年度繰越明許費繰越額を含む。

圃圃置奮謹錨語圏・・・・E岡国語霞軍国・-罰蹄聾謹-

土地取得 事業 3億 434万円 153万円 2，136万円

塩田有線放送電話
事 業

国民健康保険事業

※国庫支出金、県支出金、繰越金および市債には、前年度繰越
明許費繰越額を含む。

-・・E霊ii誼圃圃圃
2，458万円3，123万円6，120万円

EE車両E哩ffa胃.
576億4，648万円
366億8，288万円
943億2，936万円

一 般会 計

特別会計

(合 計) 26倍t4，972万円

業

一
一
業
一
業

帯

一ザ

一
事

‘

?ι'h

一、，

一

共

一セ

一健

害

一業

一
保

〈
こ
一
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一

i
-f
一

〈

L
一
一E
一

一

、

通
一
祉

一
ノ

交

一福
事
一
老

1，851万円

21億6，230万円

4，914万円

68億4，986万円

4，927万円

3，429万円

49億2，923万円

6i意9，164万円

1億 5807J円

2，506万円

48億1，903万円

1億1，074万円

7，654万円

8，973万円

109億 705万円

42倍t4，666万円

1億5，989万円

農業集落排水事業

同和地区住宅新築
資金等貸付事業

公 共下水道事業

E置Eヨuaa
57億5，728万円
l億2，029万円
11億2，970万円
255万9，285m'
34万1，232m'
1，893万1，952m'

積立金

有価証券

出資による権利

土地

建物

山林

住宅

(敷地)

(建物)

， 
e 24億9，013万円7イ意 395万円103億6，375万円

3，123万円5，554万円1億 412万円業事I曇車、王
停
広
州
リ

23万6，463m'
7万 175m'

5億6，331万円329万円21億1，805万円市街地再開発事業

4億3，112万円4億9，890万円5億 128万円地域振興券交付事業

119億9，092万円

※農業集落排水事業、公共下水道事業、市街地再開発事業および地域振興券交付
事業には、前年度繰越明許費繰越額を含む。

OWfe6ttHI3-

85億3，725万円357億5，520万円計ム
ロ圃E亙置霊童

35億円

※1 収益的収支

事業の経常的な経営活動の

収入支出を示すもの。

※2 資本的収支

将来の経営活動に備えて行

う建設改良、現在の経営活動

に用いられている施設に係る

企業債償還金などの収入支出

を示すものO

※水道事業には、前年度建設改良費等の繰越額を含む。

収入 支出

企業名 (予算現額) (予算現額)

※収支資本的2 
(収入済額) (支出済額)

0円 850万円
産院事業

0円 195万円

水道事業
16億7，178万円

①12億2，310万円②10億4，525万

収入 支出

企業名 (予算現額) (予算現額)

※収益収支的1 
(収入済額) (支出済額)

産院事業
2憶9，518万円 2億9，518万円

H意1，126万円 l億2，015万円

水道事業
23億9，175万円 23億9，076万円

①10億7，445万円 ②9億8，830万円

[2 ] 11.12.16 

※①については(調停済額)、②については(支出額)



上田市のごみの状況を
お知らせします

問い合わせ I 

環境業務課(固⑫ t，a;W;W;J I 

平成8年7月の燃やせるごみ指定袋導入・有料化から 3

年がたちました。平成10年度のごみ処理経費・ごみ量の状

況は次のとおりです。引き続き、ごみの減量・再資源化に

ご協力をお願いします。

-
ご
み
処
理
の
状
況

燃
や
せ
る
ご
み
量
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
が
増
え
た

た
め
、

全
体
量
で
は
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
収
集
量
は
減
っ
て
い
ま
す
。

燃
や
せ
な
い
ご
み
量
は
前
年
比
日
%

減
量
し
ま
し
た
。

平
成
凶
年
度
の
古
紙
・
古
布
の
分

別
回
収
量
は
6
1
4
8
ト
ン
で
前
年

比
M
%
増
、
び
ん
・
缶
に
つ
い
て
は

1
3
9
1
ト
ン
で
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
平
成
凶
年
9
月
か

':・::;:;:~ 10年度仁コ9年度

-ごみ処理量および資源回収の状況(単位:トン)

~8年度
35000 

30000 

10000 

5000 

PET 

ら
モ
デ
ル
地
区
に
よ
る

P
E
T
ボ
ト

ル
分
別
回
収
を
実
施
し
、

今
年

9
月

か
ら
市
内
全
自
治
会
や
ロ
か
所
の
エ

コ
ス
ト
ア

(
ス
ー
パ
ー
等
)

の
庖
頭

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

資
源
分
別
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ご
み
減
量
再
資
源
化
関
係
経
費
で

は
、
生
ご
み
た
い
肥
化
機
器
が

3
5

9
基

2
2
5
万
1
0
0
0
円
、
自
治

会
資
源
回
収
用
収
納
庫
が
同
基

2
3

9
万
9
0
0
0
円
の
補
助
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
資
源
回
収
奨
励
金
は

古
紙
・
古
布
が

1
1
6
1
万
2
0
0

0
円
、
び
ん
・
缶
が

4
8
2
万
1
0

0
0
円
を
交
付
し
ま
し
た
。

缶

|収入(10年度)|その他収入 659万円
資源回収売却金

O 

-
最
終
処
分
場
の
状
況

下
室
賀
最
終
処
分
場
は
、
地
元
の

皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

固
形
化
し
た
焼
却
灰
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
な
ど
の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
8
年
度
か
ら
使
用
開
始
し
、

現
在
す
で
に
M
%
ほ
ど
の
埋
め
立
て

状
況
と
な
っ
て
お
り
、
最
終
処
分
場

の
延
命
の
た
め
、
い
っ
そ
う
の
ご
み

の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
0

・
ご
み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動

生
ご
み
た
い
肥
化
機
器
の
使
い
方

の
指
導
や
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
リ

サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開

催
、
夏
休
み
子
ど
も
ご
み
探
偵
団
な

ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

-
ご
み
収
集
体
制
の
ス
リ
ム
化

直
営
の
ご
み
収
集
か
ら
委
託
の
収

集
へ
と
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

直営収集 委託収集

年度
課全体の

収集人員 収集車
人件費

収集委託料

7 23人 6台 215，461千円 215，311千円

8 22人 5"-'6台 204，041千円 207，985千円

9 16人 4台 170，248千円 203，157千円

10 14人 3台 160，012千円 164，614千円

11 12人 2台
164，533千円 179，初76予7千要円
(当初予算) (当算)

-下室賀最終処分場-
保
野
自
治
会

「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
団
体
」
に
認
定

「
ご
み
を
減
ら
す
県
民
会
議
」
で

今
年
度
か
ら
始
め
た
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
認
定
制
度
に
基
づ
き
、
県
内
幻
団

体
が
認
定
さ
れ
、

当
市
で
は
保
野
自

治
会
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
8

年
7
月
に
燃
や
せ
る
ご
み
の
指
定
袋

導
入
・
有
料
化
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
ご
み
集
積
所
の
当
番
制
を
い
ち

早
く
組
織
し
、
さ
ら
に
古
紙
・
古
布

類
に
加
え
て
平
成

9
年
7
月
か
ら
び

ん
・
缶
の
資
源
回
収
を
開
始
す
る
に

当
た
っ
て
は
、

資
源
ご
み
の
出
し
方

を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
全
区
民

の
当
番
交
代
制
に
す
る
な
ど
、
区
民

全
体
で
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
熱
心

な
活
動
が
他
の
団
体
の
模
範
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

11.12.16 [3 ] 
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したが決定しま
市
で
は
、
市
制
施
行

ω周
年
を
記

念
し
て
、

美
し
い
自
然
景
観
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
歴
史
的
景
観
を
次

世
代
に
伝
え
る
た
め
、

『
幻
世
紀
に

伝
え
た
い
「
上
田
の
景
観
別
選
」
』

を
選
定
し
ま
し
た
。

募
集
期
間
は
、

今
年
の

7
月
か
ら

9
月
ま
で
の

3
か
月
間
。
幻
世
紀
に

伝
え
て
い
き
た
い
景
観、

景
色
の
素

晴
ら
し
い
場
所
な
ど
、

1
1
4
人
の

皆
さ
ん
か
ら
、

2
3
4
件
を
応
募
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

選
定
は
、

景
観
条
例
に
基
づ
く
景

観
審
議
会
に
お
い
て
初
か
所
を
決
定

し
ま
し
た
。
別
か
所
の
内
訳
は
、
自

然
系

ω件
、
歴
史
系
お
件
、
都
市

・

生
活
系
口
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
自
然
系
で
あ
れ
ば
、
眺
望
、
山
、

川
、
湖
、
並
木
と
い
っ
た
よ
う
に
テ
ー

マ
別
に
区
分
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、

発
表
は
日
月
お
日
闘
に
開

催
し
た

「景
観
c

つ
く
り
講
演
会
」

で

行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
景
観
の
大
切
さ
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
加
か
所
を
写
真
と

地
図
で
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の

発
行、

景
観
別
選
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施、

景
観
別
選
ウ
ォ
l
キ
ン
グ

の
開
催
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

景
観
建
築
課
(固
⑫
5
4
3
0
)

-上田の景観80選一覧(自然系30件、歴史系33件、都市・生活系17件)

[4J 11.12.16 

憩いの場

公園

文化財

歴史的

建造物

日街道

道

R
橋

鉄

馬

鉄

その他

史跡

神社

小道

坂道

道路

橋

寺

歴

史

系

者日

市

活

生

系

田園風景

史跡

眺望

見晴らし

山村風票

湖 ・池

緑地帯

その他

文化財

歴史的

建造物

など

並木

大木

山

)11 

究犬

系

自

歴

史

系



あなたの地域の

自主防災幸郎議活動に参加を!

問い合わせ消防部予防課(困⑫o0 2 9) 

平成7年 1月17日の阪神・淡路大震災では多くの家

屋が倒壊し、火災や人的被害が同時に多発しました。

その際、地域住民が力を合わせ初期消火や人命救助、

避難所の運営等に大きな活躍をしました。

また、今年はトルコ・台湾等諸外国においても大き

な地震が発生し、多くの人命が奪われ人びとに不安を

与えました。

地震等災害が発生したときには、隣近所や地域ぐる

み、事業所ぐるみの防災体制を確立しておくことがた

し1へん重要で、すO 日ごろから隣近所が互いに助け合う

隣保協同の精神を養い、災害時のボランティア活動と、

自主的な防災活動の推進を図るために 1月15日から21

日までが「防災とボランティア週間」、 1月17日が「防

災とボランティアの日」と定められました。

地震により倒壊した家屋等の下敷きになった人がし 1

るときゃ、複数の火災が同時に発生したとき、台風や I ..干曲公園から眺めた千曲川と市街地
集中豪雨など広範囲に災害が発生したときなど、緊急

に多くの人手が必要な際には、消防署・消防団の力だ

けではとても間に合いません。また、各人がそれぞれ

に行動しでもなかなか成果は上がりません。地域の皆

さんが一致団結し、結束した力で対応すればより大き

な成果を得ることができます。

現在、自発的な防災活動が一致団結して行われるた

めに、自治会を単位として155の自主防災組織が結成

されています。市では、これらの活動を整え安全な地

域づくりを行うために、毎年消防部でリーダー研修会、

救命講習会を開催するとともに、防災訓練を実施する

ときには職員等を派遣し、多くのかたがたに防災に関

する知識と技術を身につけていただいています。今後 | 企上田城跡(櫓と櫓門)

も自主防災組織の育成と、防災活動の環境整備のため

に各種講習会を開催しますので、積極的な参加をお願

いします。

なお、講習会の開催日時等については、後日『広報

うえだ』でお知らせします。

[ 5 ] 11. 12. 16 
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• 
講座名 曜日 期間 回数定員 材料費等

料理 月 1/17~ 10回18名同料費4000円臨 (10回)1

料理 火 1 / 11 ~ 10回18名同料費4000円観 (10回)1

初級パソコン火・水 1 / 11~ 8回12名 テキスト代 調| 
エアロビクス 水 1/ 1 2~ 10回30名1軍動のできる服
料理 木 1/13~ 10回18名材料費4000円融 (10回)，

-勤労青少年ホーム 1月開講講座日程表

勤労青少年ホーム
1月開講講座受講者募集!
じ〉対象 35歳までの勤労青少年 じ>申し込み 12 

月 20 日(月)~同 21 日(火) (午後 1 時~g 時)に、受講料

を添えて青少年ホーム(消防本部前)までどうぞ O

電話でも受け付けます(各講座とも先着順)0 1>受

講料 初級パソコン1200円、その他の講座1500円

(ほかに利用者協議会費200円) じ>問い合わせ 勤

労青少年ホーム(固⑫71 1 7) 

。
調<活動時間> 料理 ...午後 6 時30分~8 時30分、 工ア

口ビクス -午後 7 時~ 8 時30分、 初級パソ コ ン -午後

7 時~ g 時 (基本操作~表計算工クセル編)

盆

霊

)> 

4 

。
z 

“ 
c 

募集さ
さ
ら
の
湯
で

『
も
ち
つ
き
体
験
』
を
し
ま
せ
ん
か

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
(
固
⑧
1
1
2
6
)

マ
と
き
ロ
月
初
日
制
午
前
日
時

j
午
後

1
時

マ

と

こ

ろ

室
賀
温

泉

さ

さ

ら

の

湯

マ

そ

の

他

お

も

ち
の
無
料
提
供
も
あ
り
ま
す

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

し
め
縄
作
り
講
習
会

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
固
⑫
4
1
1
9
)

マ
と
き
ロ
月
初
日
叩
午
後
叩
時

ω分
i
正

午

マ

持

ち

物

材

料

費

2
0
0
円

、

は

さ

み

マ

定

員

先

着
別
名

上
回
創
造
館

1
月
の
催
し
ヘ

上
回
創
造
館
(
固
⑮
1
1
1
1
)

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

i
冬
の
星
座
と
星
座
の
生
い
立
ち
j

マ
と
き

1
月

4
日
刷
w
j
岡
山
日 市役所代表電話

回22・4100
国25-4100

間。
3・開午

前
日
時
j

(9
日

-m日
の
み
)

・
午
後

l
時
初
分
j
・
3
時

1

マ

入

場

料

小

中

学

生

1
1
0
円
、
高

校
生
以
上
の
学
生

2
1
0
円、

一
般

2
6
0
円

マ

定

員

各

国

1
2
0

名-
第
2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放

1
月

8
日
と
同
幻
日
は
上
小
地
域

の
小
中
学
生
と
、
同
伴
の
保
護
者
の

か
た
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
体

育
館
、
視
聴
覚
室

(
午
前
日
時
j
午

後

4
時
)
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

創
造
館
で
は
各
種
パ
ソ
コ
ン
教
室

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
、
日
程

等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

保
健
婦
(
士
)
・
助
産
婦
を

募
集
し
ま
す

健
康
推
進
課
(
固
⑫
8
2
4
4
)

市
で
は
パ

l
ト
の
保
健
婦

(士
)

.
助
産
婦
を
募
集
し
ま
す
。

マ
採
用
人
員

若
干
名

マ
年
齢

お
歳
j
印

歳

マ

勤

務

時

間

帯

午
前

9
時
j
午
後

4
時

マ

面

接

期

間

来

年

1
月
汎
日
側
ま
で
(
要
事

前
連
絡
)
マ
必
要
書
類

①
履
歴

書

②

資

格
証
明
書

推
進
委
員
の
皆
さ
ん
の
審
議
で
は
、

景
気
の
低
迷
に
よ
り
、
民
間
企
業
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
行
政
に
お

い
て
も
経
費
の
節
減
や
事
務
事
業
の
、

よ
り
い
っ
そ
う
厳
し
い
見
直
し
を
行

う
こ
と
や
民
間
の
手
法
を
導
入
し
た

地
方
分
権
に
対
応
し
た

体
制
の
整
備
を
目
指
し
て

日
月
日
日
上
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

(龍
野
彰
宏
会
長
・

6
人
)

よ
り
、
今
後
の
市
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
の
在
り
方
を
示
し
た
「
上
田

市
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
」
が
平
尾
市
長
へ

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
年
7
月
か
ら

5
回
に
わ
た
り
審
議
さ
れ
た
も
の
で
、
市

で
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
新
た
な

「上
田
行
政
改
革
大
綱
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
、
積
極
的
に
行
政
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。

行
政
改
革
大
綱
の

見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

上
田
市
で
は
、
平
成
8
年
4
月
に

「
上
田
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

し
、
平
成
8
年
度
か
ら
平
成
ロ
年
度

の
5
年
間
の
計
画
で
行
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
が
実

行
の
段
階
に
入
っ
た
こ
と
、

更
に
は
、

平
成
叩
年
度
で
お
お
む
ね
計
画
し
た

取
り
組
み
事
項
が
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
今
年
そ
の
見
直
し
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

答
申
の
概
要

新
た
な
取
り
組
み
の
必
要
性
、

更
に

は
市
民
意
識
の
高
揚
の
必
要
性
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
り
審
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

答
申
の
内
容

答
申
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1

地
方
分
権
に
対
応
し
た
体
制
の

整
備
に
つ
い
て

①
公
正
で
聞
か
れ
た
市
政
の
推
進

を
図
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度

を
創
設
し
、
そ
の
運
用
を
図
る

こ
と
。

②
広
域
的
な
見
地
に
立
っ
て
処
理

す
る
こ
と
が
適
切
な
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
、
上
田
地
域
広
域

連
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推

進
す
る
こ
と
。

③
市
民
の
行
政
へ
の
参
画
を
推
進

し
、
官
民
が

一
体
と
な
っ
た
行

政
運
営
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。

[6 ] 11.12.16 

.1月の粗大ごみ回収目
1月15日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



市長および市議会議員の
あいさつ状は出すことができません
法律等により、市長および市議会議員などの公

職にある者は、市民の皆さんに年賀状などの「あ

いさつ状」を出すことができませんので、ご理解

くださるようお願いします。ただし、市民の皆さ

んからいただいたものに対する自筆による答礼の

ものは除かれます。

平成11年12月 上田市長

上田市議会

ι司ー-曙

一
言
。

as
↓ユ白血
O
『

.8

平
成
刊
年
度
新
映
像
塾
ヘ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(固
⑮
1
0
0
0
)

新
映
像
に
携
わ
る
新
た
な
人
材
の

発
掘
、
育
成
を
目
的
に
開
催
。
「
デ

ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
技
術
」

の
習
得
を
中
心
に
、
メ
デ
ィ
ア
ク
リ

エ
!
タ
ー
に
な
る
た
め
に
重
要
な
企

画
、
構
成
、
演
出
に
お
け
る
知
識
を

学
び
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
作
り
、
上
小
地
域
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
高
品
質
な
デ
ジ
タ
ル
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

制
作
し
ま
す
。

-
第
7
期
塾
生
募
集

マ
と
き
来
年
1
月
8
日
出

1
3

月

5
日

間

マ

対

象

高

校

生

以

上

~~-

で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
新
映
像
(
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
動
画
制
作
、

ビ
デ
オ
編
集
等
)
に
興
味
の
あ
る
か

た

マ

定

員

羽

名

(

参

加

多

数

の

場

合

は

抽

選

)

マ

参

加

費

一

般

5
0
0
0
円
、
高
校
生

3
0
0
0
円

マ

申

し

込

み

ロ

月

M
日
働
ま
で

に
事
務
局
(
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E

D
A内
)
へ
電
話
ま
た
は
ホ

l
ム
ペ
ー

ジ

(
F
2
明
¥
¥
若
者
宅
・

9
5
P戸
。
品
川
ザ
ロ

m

mg0・
U
¥
3
5汁
¥
)
で
。

-
公
開
講
座
聴
講
生
募
集

マ
と
き
来
年
1
月
8
日
出
午
後

l
時

ω分
i

マ
テ
ー
マ
新
世
紀
・

デ
ジ
タ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の

お
さ
む

可

能

性

マ

講

師

山

崎

理

さ

ん

(
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
総

合
学
院
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
局
部
長
)

第三次
上田市総合計画後期基本計画
策定委員会を開催

【市民の皆さん一人ひとりが主役】
上田市では平成7年「創造・活力 ・ときめき

のまち上回一学術研究都市をめざしてJを市の
将来像に掲げ、第三次上田市総合計画(平成8

年'-""'17年)を策定し、以来、この構想を実現す

るため前期基本計画(平成8年'-""'12年)に沿っ

て市政を推進しています。

この前期基本計画が12年度で目標年度を迎え

るため、前期基本計画の進ちょく状況や時代の

変化を踏まえ、新たな時代に対応する後期基本

計画(平成13年'-""'17年)の策定に着手していま

す。

計画の策定にあたっては、市民の皆さん一人

ひとりが地方自治行政の主役として「政策づく

り」に参加いただくため、市民の皆さんの声を

じゅうぶん反映した計画づくりを目指しており、

今まで、テーマ別市民懇談会や市民意識アンケー

卜調査などを実施してきました。現在、いただ

いたご意見等を踏まえ、計画素案の作成を進め

ていますが、主にこの素案について検討してい

ただくため、策定委員会および部会(5部会)

を設置しました。

先月26日(金)には、第一回策定委員会および部

会の合同会議を開催し、市民の皆さん97人に委

員をお願いするとともに、今後の進め方等につ

いて説明を行いました。

今後、策定委員会および部会で検討を重ね、

間もなく迎える21世紀に対応する、後期基本計

画の策定を進めてまいります。

・問い合わせ企画課(固③51 1 2) 

④
地
方
自
治
体
の
自
主
性
・
自
立

性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
職
員

の
人
材
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

⑤
国
お
よ
び
県
か
ら
権
限
が
委
譲

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
た
め

の
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

2

事
務
事
業
の
見
直
し

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
配
慮
し
な
が
ら
事
務
事

業
の
点
検
を
実
施
し
、
整
理
統

合
を
図
る
こ
と
。

②
民
問
委
託
な
ど
の
実
施
が
適
当

な
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
行

政
責
任
の
確
保
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん

配
慮
し
、
民
間
委
託
を
推
進
す

る
こ
と
。

③
市
民
の
声
を
的
確
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
図
る
こ
と
。

④
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
行

政
の
責
任
範
囲
お
よ
び
行
政
効

果
な
ど
を
精
査
し
整
理
統
合
を

進
め
る
こ
と
。

⑤
受
益
と
負
担
の
公
平
確
保
の
原

則
に
基
づ
き
、
公
の
施
設
の
使

用
料
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る

こ
と
。

3

時
代
に
即
応
し
た
組
織
・
機
構

の
見
直
し

①
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り

い
っ
そ
う
迅
速
に
対
応
で
き
る

組
織
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

②
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
体
制
を

推
進
す
る
た
め
、
現
行
の
部
お

よ
び
課
所
を
却
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
削
減
す
る
こ
と
。

③
大
課
制
の
推
進
、
窓
口
の
統
合

な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
利
便
性

に
配
慮
し
た
窓
口
体
制
に
努
め

ず

G
ア
ア
と
。

④
公
社
な
ど
の
法
人
に
つ
い
て
も
、

法
人
の
設
立
目
的
な
ど
を
踏
ま

え
、
法
人
の
健
全
運
営
と
行
政

と
の
機
能
分
担
の
適
正
化
に
努

め
る
こ
と
。

4

定
員
管
理
お
よ
び
給
与
の
適
正

化
の
推
進

①
職
員
数
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
引
き
続
き
職

員
の
減
員
に
努
め
る
こ
と
。

②
給
与
に
つ
い
て
は
、
職
務
給
の

原
則
に
沿
い
な
が
ら
、
従
来
の

年
功
序
列
型
か
ら
能
力
と
実
績

に
応
じ
た
給
与
体
系
へ
の
変
換

を
図
る
こ
と
。

③
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
。

④
非
常
勤
職
員
の
適
正
な
雇
用
に

努
め
る
こ
と
。

5

行
政
の
情
報
化
の
推
進
と
窓
口

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

①
O

A
機
器
な
ど
を
有
効
に
活
用

し、

事
務
の
効
率
化
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

②
高
度
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に

よ
り
、
事
務
処
理
の
効
率
化
を

図
り
、
迅
速
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
こ
と
。

③
市
民
に
最
も
身
近
な
窓
口
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

接
遇
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
向
上

や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
図

る
こ
ん
」
0

-
問
い
合
わ
せ

総
務
課
(
固
⑫
5
3
3
2
)

1月8日(士)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖
1月15日(土)…マツヤ上田インター庖、やおふく上堀庖
1月22日(土)…ジャスコ上回后、しおだ野ショッピングセンター

-ウィークエンドリサイクル12月の日程
回収時間は午前10時~正午(時間厳守)。家庭のぴん、缶、
古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。

11.12.16 [7] 



ー 圃

年末年始の休業日

:JIIIIIーー可|

-市役所(豊殿・塩田・川西支所)

12月29日付く)から翌年 1月 3日(月)まで、市役所の業務

は休みになります。なお、 戸籍の届け出 (出生・死亡

など〉 は、市役所宿直 (本庁舎西側入り口〉で扱いま

す。また、自動交付機は、 12月31日陰)から翌年 l月 3

日(月)まで休止となります。

・水道修理

水道管の凍結などの水道事故は、水道故障当番庖へ

(当番庄がわからない場合は市役所宿直室 (固⑫ 41 

o 0)へお問い合わせください〉。
圃公共施設案内・予約システム

公共施設案内・ 予約システムは12月29日(水)から翌年

1月 3日(月)まで休止となります。

・各施設の年末年始の休業日

施設名 休業日

12月27日(月)'"'-'1月3日(月)
図書館 (返却は、正面入り口左側の返却

ポストへ)

アクアプラザ上田 12月28日(火)'"'-'12月31日(金)

勤労青少年ホーム、 12月28日(火)午後5時'"'-'1月3日(月)
市民プラザ・ゅう

12月29日(水)'"'-'1月 1日(士)(朝ぶろ
のみ営業。午前6時'"'-'8時30分)

室賀温泉ささらの湯 なお、 1月2日(日)'"'-'同3日(月)の営
業は午前10時~午後5時(4時30
分入館止め)となります。

児童館・児童センター 12月29日(水)'"'-'1月6日(木)

相染閣 12月30日(木)'"'-'1月4日(火)

市民の森スケー卜場 12月31日(甜'"'-'1月 1日(士)

大星斎場 12月31日(金)午後'"'-'1月2日旧)午前

お知らせフ
ロ
ン
回
収
に

ご
協
力
を
環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
等
に
は
、
冷

媒
と
し
て
フ
ロ
ン
と
い
う
物
質
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ
ロ
ン
は
上

空
で
強
い
紫
外
線
を
受
け
る
と
塩
素

を
放
出
し
、
有
害
な
紫
外
線
か
ら
地

球
を
守
っ
て
い
る
オ
ゾ
ン
層
を
破
壊

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
の
粗
大
ご
み
収
集

※その他の施設の休業 日は、通常どおり

12月29日(水:)'""1月 3日何)です。

業
者
2
社
に
委
託
し
、
フ
ロ
ン
回
収

機
を
使
用
し
た
フ
ロ
ン
回
収
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

-
上
田
市
フ
口
ン
回
収
実
績

〆-、

月田荏10年度11 
10 9 

年度
年度 年度

9 3 
冷蔵庫壬主〆数盟回日9 。5 8 7 4 

4EコA 4口A 
L口A 

ン
等

フ
ロ
ン
の
回
収
に
は
、
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
環
境

保
護
の
た
め
、
廃
家
電
品
の
処
分
は

廃
棄
物
処
理
業
者
、
ま
た
は
取
り
扱

い
電
器
庖
に
依
頼
し
て
処
分
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

第
4
田
上
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画
審
議
会

上
田
市
の
介
護
保
険
事
業
の
指
針
と
な
る
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
す
る
た
め
の
審
議
会
が
、
刊
月
初
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

第
4
回
審
議
会
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1

上
田
市
介
護
保
険
事
業
計
画

(
素
案
)

事
業
計
画
の
う
ち
、
次
の
内
容

に
つ
い
て
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
評
価

介
護
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
基
盤
整

備
状
況
や
実
施
状
況

②
市
町
村
特
別
給
付

上
乗
せ
、
横
だ
し
サ
ー
ビ
ス
等

に
係
る
考
え
方

③
各
年
度
ご
と
の
サ
ー
ビ
ス
量
の

見
込
み
と
確
保
の
方
策

介
護
保
険
制
度
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
量
の
推
計
と
提
供
体
制
の
確

保
の
方
策

④
介
護
保
険
事
業
費
の
見
込
み

サ
ー
ビ
ス
量
の
推
計
を
基
に
算

出
し
た
事
業
費
の
見
込
み

⑤
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
の
施
策

制
度
の
周
知
、
現
行
福
祉
施
策

と
の
連
携
、
事
業
者
間
の
連
携
等
、

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施
を

図
る
た
め
の
施
策

2

そ
の
他

現
行
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
保
険
提

年末年始休日窓口・相談電話を開設
・市税・国民健康保険税・国民年金保険料納付窓口

bとき 12月29日体)・同30日(木)午前8時30分~午後 5
時 bところ 収税課・国保年金課窓口 bその他 当日
は納税相談にも応じます。 じ>問い合わせ 収税課 (固⑫

5 1 1 7)、国保年金課 (固⑫ 51 1 8) 

・コンビュータ西暦2000年問題に関する相談電話

bとき 12月29日(水)'""来年 1月 3日開)午前8時30分~午
後 5時15分 02月31日から翌 l月 1日にかけては、夜間も

受け付けます) じ〉問い合わせ 上田市コンビュータ西暦

2000年問題対策本部(圃⑫82 4 1・固⑫ 41 0 0) 

供
サ
ー
ビ
ス
の
比
較
、
認
定
申
請
・

認
定
結
果
の
状
況
、
事
業
者
の
指

定
状
況
等

.
要
介
護
認
定
の
申
請
受
け
付
け

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
希
望

す
る
か
た
は
、
申
請
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

11 9 生 1

対象誕生申百円の12の10れま月か

かzか2のら
たま たま か 8
れ れ た月 月

来年
12 

月以降随時
請月申随時 1 随時

月以降

-
介
護
保
険
な
ん
で
も
相
談
電
話

ロ
月
か
ら
介
護
保
険
相
談
専
用

電
話
を
開
設
し
ま
し
た
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
介
護
保
険
相
談
専
用
電
話
回

⑫
5
1
4
0
 

-
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
倫
窃
6
2
4
6
・

回

15m江
戸
一
片
山
百

o
F
O宵

g
@己
ミ
・
戸

。(宮・ロ
m
w
m
m
g
0
・U
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

:
-
Y江
口
一
¥
¥
若
君
巧
・
己
汁
吋

-c。
仏

mr

ロ
仰
向
山
口
0
・-
H
)
¥

}

内
m
w
F
m
o
r
o
}内
。
ロ
¥
FHH(目

。u
p
F
Eニ
)
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

う
え
だ
関
連
情
報
(
固
⑫
8
8
8

8
コ
l
ド
恥
4
2
0
)

[8 ] 11.12.16 

百百軍事理宮司
広報うえだ11月16日号3ページに誤リがありました。「紹介します 今後の主な80周年記念事業」
12月のクリスマスメディアランドイベン トが、 12月18日(士)'"'-'同19日(日)とあリますが、12月11日(土)
~同12日(日)の誤リです。訂正しおわびします。



来
年
1
月

n自
の

組
大
ご
み
回
収
が
変
更
に

環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)

3期

6期

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固③8888コードNoo2 7 9) 

納期限12月27日凋)
・固定資産税
(都市計画税)
・国民健康保険税

日
月
日
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
た
、
来
年
1
月
幻
日
の
粗
大
ご
み

回
収
は
、
成
人
の
日
の
変
更
に
と
も

な
い

1
月
日
日
と
な
り
ま
し
た
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

今月
の
納税

し
尿
・
家
庭
雑
排
水
の
く
み
取
り

年
末
年
始
は
休
業
し
ま
す

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

ロ
月
初
日
制
と
、
同
却
日
嗣
午
後

か
ら
来
年
1
月
3
日
側
ま
で
は
、
し

尿
お
よ
び
家
庭
雑
排
水
の
く
み
取
り

業
務
が
休
み
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
ロ
月
お
日
制
の
業
務
は
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済

掛
け
金
補
助
交
付
申
請
を

商
工
課
(
固
⑫
5
3
9
5
)

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
お
よ

び
特
定
業
種
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
援
助
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て
お

り
、
従
業
員
が
退
職
し
た
と
き
は
、

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
か
ら
退
職

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業

主
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
で
も
新
規
加

入
者
の
掛
け
金
の

一
部
を
補
助
し
ま

相談名 日 時 会場など

1月14日佳)
法 律 本目 日炎 13:30""' 15:30 
(予約制) 1月28日佳)

13:30""' 15:30 受付は・・・

土地建物相談
1月13日(木)

市役所
生活環境課13:00""' 16:00 

市Jヲー<... 民相談

(本庁舎 1階)
毎週月~金曜日

通事故相談 9 :00""'16:00 
⑫ 8 4 女 t性 相 日炎

』宅 A 呈 相 E炎
毎週月~金曜日

(宿直福通祉@課2000) 9 :00""'16:00 。
母 子 中目 吾日，3げ4 毎週月~金曜日 。 福祉課

9 :00""'16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
1月6日(木)

人(ft権直同通和③対5策課
13:00""'16:00 393) 

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業委員会
8 :30""'17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 相 日炎
1月10日(月)

上田西武10:00""' 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
1 0:00""' 15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00""'16 : 00 

社(ft会⑫福8祉0協8議0会) 
法 律 相 談 1月22日(土)
(予約制) 10:00""'正午

Ye. =呈=-呈 本目 自炎
毎週土曜日
13 : 30""'15 : 30 

結 t香 キ目 日炎 毎週水曜日
社(ft会⑫福3祉0協8議2会) 10 : 00""'15 : 00 

法 律 相 自炎 1月19日(水)
(予約制) 13:30""' 15:00 

上(ft田⑫商4工5会0議0所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00""'16:00 

毎週月~金曜日 上高回(ft齢パ⑧ 者職業相談室高齢者職業相談 ( トサテライ卜内)
8 :30""'17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日

子育部(ft保て@支育3援園0セ内9相ン6談空)ー(電話相談) 9 : 00""'16 : 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜日

南 室

L一一一
(面接相談) 9 :00""'16:00 

月の相談

す
。
該
当
さ
れ
る
場
合
は
、
次
に
よ

り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者
平
成

8
年

2
月
以
降

新
規
加
入
し
た
従
業
員
の
掛
け
金
を

平
成
日
年
1
月
か
ら
ロ
月
ま
で
納
付

し
た
事
業
主
。
た
だ
し
、
特
定
業
種

退
職
金
共
済
に
つ
い
て
は
、
平
成
日

年

4
月
1
日
以
降
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
と
新
規
契
約
を
結
び
、
新
規

加
入
し
た
従
業
員
の
掛
け
金
を
平
成

日
年
1
月
か
ら
ロ
月
ま
で
納
付
し
た

事

業

主

マ

申

請

来

年

1
月
7
日

働

1
同
初
日
備
に
商
工
課
へ

フ
レ
l
フ
レ
l
・
テ
レ
フ
ォ
ン

ご
利
用
く
"
た
さ
い

岡
引
世
紀
職
業
財
団
長
野
事
務
所

(固
0
2
6
1
2
2
3
1
4
5
2
1
)

倒
れ
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
働
き

な
が
ら
育
児
や
介
護
を
す
る
か
た
を

支
援
す
る
た
め
、
電
話
で
育
児
・
介

護
・
家
事
の
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
特
に
保
育
に
つ
い

て
の
ニ

l
ズ
が
高
く
、
保
育
サ
ポ

l

タ
l
の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。
保
育

サ
ポ

l
タ
l
は
、
保
育
士
有
資
格
者

等
、
子
育
て
経
験
豊
富
な
か
た
が
た

で
す
。

な
お
、
フ
レ

l
フ
レ

l
・

テ
レ
フ
ォ
ン
は
ど
な
た
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。

マ
フ
レ
l
フ
レ
l
・
テ
レ
フ
ォ
ン
長

野

田

0
2
6
1
2
3
2
1
2
0
2

自
衛
隊
生
徒

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所
(
固
⑫
5
2
6
7
)

マ
受
け
付
け
来
年
1
月
4
日
ま

で
マ
受
験
資
格
回
歳
以
上
打
歳

未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
(
見
込

み

)

者

マ

試

験

日

来

年

1
月
5

日

マ

そ

の

他

受

験

無

料

。
採
用

後
衣
食
住
無
料
、
完
全
週
休
2
日
制

;-r; 

固因島1.;;
: 0生し不i
jX活い要:
ー、 T国主_0 ロ-

j達要気圧j
i笹受誌 3j
佐内り1;-:

線手石:
1ifのi
'l Iこ、:

9 ':lほi

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
歩
行
器
マ
肌
着

(
印
i
ω
佃
)

マ
お
む
つ
カ
バ

l

(印
i
ω
仰
)

マ
お
ま
る

マ
ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト

マ
ふ
ろ
が
ま
セ
ッ
ト

(
都
市
ガ
ス

用
)
マ
都
市
ガ
ス
用
ボ
イ
ラ
ー

マ
簡
易
ぶ
ろ

(
E
R
P
M
W
×

ω仰
)

マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

(
木
製
)

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
カ

l
シ
l
ト

マ

学
童
用
シ

l
ト

(
対
象
5
歳
以
上
の

物
)

マ

マ

マコ

l
ト

(そ
で
の
取

り
外
し
可
能
な
物
)
マ
ベ
ビ
l
ク
l

ハ

ン

マ

双
子
用
ベ

ビ
ー
カ
ー

マ

食
卓
用
ベ
ヒ

l
い
す
マ
三
輪
車

マ
こ
た
つ

同胴:tal語om
広報うえだ12月 1日号10ページ「各ホール イベント案内」に誤リがあリました。上田市消防音楽隊定
期演奏会が、 12月19日旧)上田市民会館で開催とあリますが、 3月12日(日)上田市文化会館での開催に変更に
なりました。訂正しおわびします。なお、開演時間、入場料に変更はあリません。11.12.16 [9 ] 



昨年4月から、国の外国青年招致事業 (JE Tプログ

ラム)により上田市国際交流員として活躍いただいた桜

井ミルトン徹さんが、任期半ばでありますが、家庭の事

情でブラジルに帰国されることになりました。

よ田市は、現在外国人登録が3000人を超え、その半数

以上をブラジル出身のかたが占めています。桜井さんに

は、市の国際化に貢献いただくとともに、在住外国人、

特に多数を占めるブラジル出身者 ・子弟の相談業務、市

民との掛け橋などにあたっていただき、大きな成果を上

げていただきました。

桜井さん帰国後は、市内在住外国人のかたに相談業務

を担当していただく予定です。

.問い合わせ 秘書課(固⑫34 3 5) 

上田市国際交流員

桜井ミルトン徹さんが帰国

北
向
観
音

臨
時
電
車
を
運
行

上
国
交
通
で
は
口
月
引
日
の
深
夜
か
ら
元

旦
に
か
け
て
、
別
所
線
の
臨
時
電
車
を
運
行

し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

下リ(別所温泉行き) 上り(よ田行き)

上田発 別所温泉着 別所温泉発 上田着

23 : 23 23 : 53 23 : 28 23 : 55 

O 20 。49 。24 O 52 
15 44 19 47 

2 03 2 32 2 07 2 35 

2 53 3 23 2 57 3 25 

よ田市国際交流員の桜井ミルトンです。 .....句

こ存知のかたもいるかと思いますが、私 、鴻ぺ

は本来、来年4月まで滞在することになっ ¥J仁L
ていましたが、 12月中旬を最後に上田を去ることになり

ました。昨年4月に来日し、上田での仕事として 2年の

滞在を計画していましたが、一身上の都合により帰国を

早めることになりました。実をいいますと、私の2番目

の子どもが生まれることになり、心残りですが退職を願

わざるをえなくなりました。

滞在中、私は仕事の関係で多くの人びとを知り、その

付き合いからも多くの友が出来ました。また、家族といっ

しょに来ていたこともあり、交流員としてだけでなく、

普通の外国人とはちょっと違った、もっと親密な日本を

知ることもできました。現在2歳の長女もよ田ヘ来てか

ら歩きだし、言葉もこちらで話しだし、保育園での先生

がた、お友達とのお付き合いなどもあり、日本語の方が

早くでるようになっていました。妻もボランティアのか

たがたから日本語を学び、日本の文化にもなじみを覚え

ていきました。このような心温まる思い出のたくさんあ

る上田とお別れをするのも名残惜しいものですが、これ

から先は上田での良き日々を思い出しながら、ブラジル

でがんばっていくことにします。

上田にはたいへん迷惑をかけることになると思います

が、国際交流業務は絶えることなく続きますので、遠く

ブラジルからも上田の皆さんの活躍を応援しています。

簡単ですが、これをもってお別れのことばとさせてい

ただきます。皆さん、本当にどうもありがとうございま

した。

上(Dcn芭され、さぶろ磁句!

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

商
暦
2
0
0
0年
問
題
に
備
え
て

消
防
本
部

(
固
⑮
0
1
1
9
)

上
田
警
察
署
(
圃
⑫
0
1
1
0
)

※22 : 53上田駅発の電車は別所温泉行きと
なります。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
西
暦
2
0
0
0

年
問
題
に
備
え
、
消
防
機
関
お
よ
び

上
田
警
察
署
で
は
万
全
の
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
が
、
越
年
時
に
火
災

や
救
急
、
緊
急
の
事
件

・
事
故
が
発

生
し
、
「

1
1
9
番
」
ま
た
は
「

1

1
0
番
」
通
報
が
万
一
で
き
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
次
の
と
お
り
お
願
い

し
ま
す
。

-
火
災
・
救
急
の
場
合

最
寄
り
の
消
防
署
ま
た
は
各
分
団

詰
所

へ
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
の
協
力
に
よ
り
各
分
団
詰

所
か
ら
無
線
で
消
防
署
に
通
報
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

-
緊
急
の
事
件
・
事
故
の
場
合

最
寄
り
の
交
番
.
、
駐
駐
在
所
ま
た
は

パ
ト
ロ

l
ル
中
の
警

て
く
だ
さ
い
O

工
業
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

情
報
推
進
課
(
圃
⑮
8
2
4
1
)

毎
年
、
ロ
月
白
日
現
在
で
行
わ
れ

て
い
る
工
業
統
計
調
査
を
今
年
も
実

施
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
慌
た
だ
し
い
時
期
の

た
め
、
製
造
業
の
皆
さ
ん
に
は
た
い

へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
は
混
雑
し
ま
す

登
記
申
請
は
お
早
め
に

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
(
固
⑤
2
0
0
1
)

登
記
申
請
は
年
末
に
な
る
と
急
増

し
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ロ
月
初
日
例
(
年
内
の
業
務
終
了

日
)
間
近
に
提
出
さ
れ
た
登
記
申
請

は
年
内
に
処
理
で
き
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
年
内
に
処
理
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
お
早
め
に
ど
う

ぞ
。

より桜井ミルトン徹

暮女主
らと
せ男を
るが
社い
会き
をい
き
と

企
画
課
(
固
⑧
5
1
1
2
)

〈
市
民
の
声
か
ら
・
・
・
〉

豊
か
で
調
和
の
と
れ
た
地
域
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
お
互
い
が
足
の
引
っ

張
り
合
い
を
す
る
の
を
や
め
、
手
に

手
を
取
り
合
っ
て
前
向
き
に
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
に
心
が

け
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
私
は
ま
ず
、

三
つ
の
こ
と
を
守
る
こ
と
か
ら
始
め

て
い
き
た
い
。

①
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
発
言
を

す
る
。

②
絶
対
に
他
人
の
人
格
を
否
定
し
な

、
。

③
他
人
の
意
見
に
反
論
す
る
場
合
は

代
案
を
出
す
。

ど
ん
な
場
合
も
自
由
に
発
言
で
き

る
雰
囲
気
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
個
人
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

活
性
化
さ
せ
る
。

次
に
、
お
互
い
に
認
め
合
う
心
を

大
切
に
し
た
い
。

人
は
だ
れ
で
も
認
め
ら
れ
た
い
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
満
た

さ
れ
た
と
き
、
活
性
化
さ
れ
た
行
動

が
現
実
と
な
る
。

お
互
い
を
認
め
合
い
、
支
え
合
う

こ
と
が
で
き
る
地
域
。
つ
く
り
が

『
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
』
へ

と
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

11. 12. 16 [ 1 0 ] 



来年の成人式は 1月10日(月)に
4会場で行います
(文化センター・農村環境改善セン
ター・上回創造館・モルティ塩田)
問い合わせ生涯学習課固⑫51 0 3 

上田市制施行80周年記念

中村紘子デ、ヒュー40周年記念
ピアノ・リサイタル

前売り券発売中

平成12年2月8日(火)
開演午後6時30分(開場午後5時30分)

会場上田市民会館

教育長
野
県
自
作
教
育
映
画
・
ビ
デ
オ

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

長
野
県
視
聴
覚
教
育
協
議
会

固
0
2
6
1
2
3
5
1
7
4
3
8

自
分
で
教
育
映
画
や
ビ
デ
オ
を
制

作
し
て
い
る
か
た
の
発
掘
と
技
術
の

向
上
を
目
指
し
、
学
校
教
育
及
び
社

会
教
育
に
関
す
る
自
作
の

8
ミ
リ
映

画
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

マ
部
門

学
校
教
育
部
門
(
小
・

じ>入場料 S席 3.500円、 A席 2.500円、自由席一般

1，500円、自由席高校生以下 1，000円 (各席、当日 500

円増し〉 じ>前売り券取り扱い 琴光堂楽器庖・平安

堂上田庖・ジャスコ上田庖・上田市民会館・上田市文

化会館 (中央公民館) ・上田市教育委員会文化課 b 
自由席のみ取り扱い 各公民館(西部・城南・上野が

丘・塩田・川西) ・市立博物館・信濃国分寺資料館・

市立図書館 じ〉問い合わせ文化課固⑫ 51 0 2 

中
学
校
部
門
及
び
高
等
学
校
部
門
)
、

社

会

教

育

部

門

マ

応

募

資

格

映

像
作
品
の
制
作
を
職
業
と
し
な
い
個

人
・
団
体
マ
応
募
・
問
い
合
わ
せ

先
応
募
方
法
、
作
品
の
条
件
な
ど

詳
し
く
は
、
長
野
県
視
聴
覚
教
育
協

議
会
ヘ
マ
締
め
切
り
平
成
ロ
年

2
月

1
日

ω

長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
講
座

「
雪
山
の
歩
行
と
雪
洞
の
作
り
方
」

長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

固
困
0
2
6
1
1
2
2
1
5
4
4
4

雪
山
で
の
歩
行
や
幕
営
、
雪
洞
作

り
な
ど
の
基
礎
的
な
技
術
を
学
ん
だ

り
、
冬
の
自
然
に
ふ
れ
た
り
す
る
こ

と
で
雪
山
へ
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

体育課 固⑫51 0 5 

スケート場ご利用ください市民の森

マ
と
き
平
成
ロ
年
2
月
刊
日
側

i
U
日

間

マ

研

修

場

所

長

野

県

山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
黒
沢
尾
根

マ
対
象
一
般
・
雪
山
の
初
心
者

マ

定

員

お

名

マ

受

講

料

1

8
0
0
0
円
マ
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳

し
く
は
長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

ヘ
マ
締
め
切
り
平
成
ロ
年
1
月

日
日

ω
放
送
大
学
の
学
生
募
集

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

固
0
2
6
6
1
5
8
ー

2
3
3
2

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
自
宅
で
学
習
で
き
る
通

1>営業期間 ・時間 12月20日(月)'""来年 2月20日(日)

(休場日:12月31日働・ 1月1日仕)) ・午前 9時~午

後 4時30分 じ>料金 (改修工事中のため外周リンク

のみの営業。期間中は、次の減免料金とします〉大人

500円、中学生以下・付添人 200円、未就学児無料

※下の割引券も利用できます。貸靴 l人l回 300円

(減免対象外) じ〉問い合わせ 市民の森スケート場固

⑫9 3 9 6・体育センター固⑫o8 2 3 

信
制
の
大
学
で
、
日
歳
以
上
(
選
科
・

科
目
履
修
生
は
入
学
時
に
日
歳
以
上
)

の
か
た
な
ら
だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま

す
。幅
広
い
分
野
の
約
3
0
0
科
目
か

ら
選
ん
で
履
修
で
き
、
卒
業
を
目
指

す
コ

l
ス
と

1
科
目
あ
る
い
は
数
科

目
履
修
す
る
コ

l
ス
が
あ
り
ま
す
。

マ
出
願
受
付
平
成
ロ
年
2
月
日

日
ま
で
マ
視
聴
方
法
ス
カ
イ
。ハ
ー

フ
ェ
ク

T
V
!
ま
た
は
再
送
信
し
て

い
る
各
地
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
マ

資
料
の
請
求

電
話
か
は
が
き
で
、

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

(干

3
9
2
1
0
0
0
4
諏
訪
市
諏
訪
1
1

6
1
1
ス
ワ
プ
ラ
ザ
ビ
ル

4
階
固
0

2
6
6
5
8
1
2
3
3
2
)

へ

一一ーポーー一一一……ー

市民の森スケート場入場割引券
上田市民 1人 1回に限り 200円割引

作ロ 「下元人
平成12年2月
十月 | |中学生以下
上田市 ト 付添人

令ー 一一一ー ポ ーーー一一一三三Tーて三
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市民の森スケート場入場割引券
上田市民 1人 1回に限り 200円割引

大人

中学生以下

付添人

平成12年2月20日(日)まで

上田市
有効期限

有効期限



H E A L T H 

健康推進課(固⑫附

-三種混合予防接種(個別接種)
・対象者

平成11年4月1日~平成11年9月30日生まれの

1期初回
① お子さん

② 
平成11年3月31日以前の生まれで未接種のお

子さん(ただし、 7歳6か月未満)

平成9年5月1日~平成9年12月31日生まれで
① 第1期初回終了後12か月以上経過している

1期追加
お子さん

平成9年4月30日以前の生まれで第 1期初回
② 終了後12か月以上経過しているお子さん

(ただし、 7歳6か月未満)
※ 1 期初回①の対象者と、 1 期追加の①・②で平成10年8月 ~10月の間
に1期初回を終了しているかたには、12月20日ごろに通知をします。

-接種方法

[>実施期間来年1月4日ω-----3月31日(金J(医療機関

により休診日が異なりますのでご注意く ださい) [> 

実施場所別表、委託医療機関一覧表のとおり o [> 

接種料金無料じ〉持ち物母子健康手帳、通知(上

記の対象者で通知のなし、かたもいます。通知がなくて

も7歳 6か月未満であれば接種可能です)、 予診票

(赤ちゃん手帳の中に入っています)、体温計 じ〉注意

事項 ①事前に医療機関へ電話予約をしてからお出か

けくださし 1。 ②予診票がない場合は医療機関にある

ものを使用してください。 ③予診票をお持ちのかた

1月の乳幼児健康診査・教室
(圃⑫8244)
.~、.

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

l歳6か月児・ 3歳児)一-午後l時-----2時 ②2歳児教室…

午後 l時-----1時15分 [①、②とも午後零時30分以前の受

け付けはできません。] じ>持ち物 ①乳幼児健康診査…

母子健康手|帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、赤ちゃ

ん手帳、歯ブラシ(1歳 6か月児)0 4か月・10か月・ 1

歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入

してお持ちくださ ~' o 3歳児は、健康診査票と視聴覚検

査のアンケートをお送りしますので、ご記入のうえ、お

持ちくださ~ ，。 また、 尿検査の容器もお持ちくださ~'0 

② 2歳児教室-一母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ

シ、 コップ、おやつ代(実費)、おやつ用はし・スプーン・

フォークなどとお皿

G U D E 

は、お出かけ前に記入 (体温は除く )を済ませてから

お持ちくださ~，。体温は接種の直前に測りますo [> 

テレホンガイドうえだ関連情報圃⑫ 88 8 8コード

No.504 

・三種混合予防接種委託医療機関一覧表 (50音順)

医療機関名(自治会名) 電話 医療機関名(自治会名) 電話

葦沢内科医院(下吉田) 35-3330 城南医院(御所) 22-3481 

荒井医院(下紺屋町) 22-0474 杉山クリニック(新田) 26-8200 

飯島医院(築地) 22-5011 諏訪形クリニック(諏訪形) 25-5556 

池田クリニック(川辺町) 22-5041 豊田医院(下紺屋町) 22-1158 

い内科クリニック(野竹) 21-3737 日新堂医院(馬場町) 22-0558 

上回生協診療所(上塩尻) 23-0199 橋本医院(舞田) 38-2033 

上田原クリニック(川辺町) 26-3511 半田循環器科内科医院(中之条)28-0888 

川西生協診療所(仁古田)31-1411 堀こどもクリニック(中之条) 23-5566 

川西病院(保野) 38-2811 三原内科医院(中之条)27-6500 

かんがわクリニック(久保林) 34-5151 宮坂内科小児科医院(下常田) 22-0759 

小井土内科医院(下川原柳町)27-6666 宮下内科小児科医院(上堀) 22-1233 

甲田内科小児科診療所(石神)38-3065 村上医院(末広町) 22-3740 

こさとクリニック(染屋) 28-4111 室賀診療所(上室賀) 31-1070 

小松内科衛環器科医院(上川原柳町)27-2200 柳沢病院(北大手) 22-0109 

斉藤外科医院(下青木) 35-0887 山極内科医院(別所) 38-7388 

ささき小児科医院(城北) 27-7700 山越医院(国分) 26-5800 

佐藤医院(五加) 38-2543 山田内科医院(下之郷) 26-8181 

佐藤胃腸科内科医院(鷹匠町)22-2342 吉田こども医院(踏入) 24-1222 

塩田病院(中野) 38-2221 和方内科(塩田新町) 38-2540 

一一

-保健センター(市役所南l宇舎2階)

健康診査 実施日 生年月日

4か月
1月 6日 11.8.16'"'-' 8 .31 

1月25日 11.9. 1 '"'-' 9 .15 

10か月
1月 7日 11.2.16'"'-' 2 .28 

1月19日 11.3. 1 '"'-' 3 .15 

1歳 6か月
1月12日 10.6.16'"'-'6.30 

1月26日 10.7.1'"'-'7.15 

3歳
1月13日 8.12.1'"'-'12.15 

1月27日 8.12.16'"'-'12.31 

2歳児教室
1月11日 9.10.1'"'-'10.15 

1月18日 9.10.16'"'-'10.31 

-川商社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

1月21日

1月28日

11. 8 .16'"'-' 9 .15 

11.2.16'"'-' 3 .15 

10.5.16'"'-'7.15 

'・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田園圃圃圃圃・・・・.........................
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大
貰
の
神
奈
川
県
在
住
・
立
川
公
子
さ
ん
(
写
真
左
)
作
「
水
門
」

に
、
瀬
木
慎
一
審
査
委
員
長
が
作
品
の
解
説
を
し
ま
し
た

を
前

全固からトップレベル主要事中島zrLfE力¥ら表彰される

の作晶応募
上田市制施行80周年記念

第1田
山本鼎版画大賞展
山本鼎は明治から大正時代にかけ、それまでの分業化による木版浮世絵の伝統を一変させ、

芸術として作家が「描く JI彫るJI刷る」作業を一人で行う「創作版画」の運動を展開、新

しい芸術分野としての版画の地位を高め、大衆に広めました。その鼎の思想、に基づく独創性、

芸術性を追究した作品や、新人の意欲的な作品の発表の場として「第 1岡山本鼎版画大賞展」

を開催しました。

大賞展には、県内からの 100点を含め全国各地から755点の作品の応募があり、瀬木慎一

審査委員長が「国内トップレベルの作品が集まった」と述べたように、高水準の作品の中か

ら、大賞になった神奈川県の立川公子さんの作品「水門」を始め入賞9点、入選169点が選

ばれました。

11月25日上田創造館を会場に、受賞者と関係者が出席して表彰式と展覧会のオープニング

セレモニーが行われました。小宮山量平実行委員長は、この地を現代版画のメッカとし、大

賞展を全国的な規模の展覧会として 3年に 1度開くトリエンナーレ方式で続けていきたいと

抱負を述べました。

準大賞の熊本県在住・東弘治さん(写真左)作 12月7日までの展覧会開催を祝いテープカット
「王国の午後」を前に、審査委員長が作品の解説

[ 13 ] 11. 12. 16 
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一-I 

ふ
れ
あ
い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
パ
ー
ク

ア
ク
ア
フ
ラ
皿
サ
上
回

平
成

4
年

4
月
に
開
館
し
た
室
内
プ
ー
ル
ア
ク
ア

プ
ラ
ザ
上
田
の
入
館
者
数
が
、
円
月
初
日

1
0
0
万

人
に
達
し
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
0
0
万
人
目
に
入
館
し
た
の
は
、

市
内
小
泉
の
笠
原
知
樹
さ
ん
で
、
運

動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
こ
の
日
が

3
回
目
の
来
館
で
し
た
。
式
典
で
は
、

笠
原
さ
ん
の
前
後
に
入
館
し
た
久
保

田
正
さ
ん

(市
内
森
)
と
友
田
敬
義

さ
ん
(
市
内
新
田
)
と
と
も
に
く
す

玉
を
割
り
、

1
0
0
万
人
達
成
を
祝

い
ま
し
た
。

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
は
、
四
季
を

通
じ
て
健
康
増
進
が
図
れ
、

3
世
代

が
利
用
で
き
る
施
設
の
提
供
を
目
的

に
、
市
制
施
行
叩
周
年
記
念
事
業
と

し
て
建
設
が
決
ま
り
平
成
4
年
4
月

ロ
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
以
来

の
入
館
者
数
が
、
市
制
施
行
別
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
、
1
0
0
万
人

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

設
備
は
、
造
波
プ
i
ル
、
お

m
プ
l

ル
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ

i
ル
、
健
康
浴

室、

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
機
器
を
備
え
た

健
康
づ
く
り
室
な
ど
が
あ
り
、

一
般

の
利
用
の
ほ
か
に
も
、
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
を
対
象
と
し
た
教
室
や
、

個
人
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
各
種
の
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月

曜
日
と
金
曜
日
に
は
無
料
送
迎
パ
ス

を
上
田
駅
か
ら
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

経
由
で
運
行
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内

循
環
バ
ス
の
停
留
所
も
あ
り
ま
す
。

通
年
券
で
の
利
用
者
や
高
齢
者
の

利
用
が
増
え
て
き
て
お
り
、
今
年
度

は
昨
年
よ
り
l
万
人
多
い
日
万
人
の

入
館
者
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
健

康
増
進
、
体
力
やつ
く
り
、
家
族
の
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

ア
ク
ア
フ
ラ
ザ
上
回
の
営
業
に
つ
い
て

O
年
末
は
ロ
月
お
白
川
w
j
幻
自
働
休
館

。
新
年
は
元
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。

※
元
日

5
3
日
は
午
前
叩
時
か
ら
午
後
4
時
初
分
ま
で

アクアプラザ上田固⑮2626 

11.12.16 [14J 

市
制
施
行

ω周
年
・
入
館
者
1
0
0
万
人
達
成
を
記
念
し
て

元
日
は
無
料
開
放
し
ま
す

-高齢者水申運動教室参加者募集

b日時 平成12年 1月7日r-..-3月24日の毎週金曜日・ 全11回、午前11時'"'-'11時50分 仁〉対象
65歳以上のかた じ>定員 40名 (定員を超えた場合は抽選〉 じ〉参加料 6，450円 (入館

料、保険料ほか) じ〉申し込み 官製はがきに、郵便番号、住所、氏名、年齢、 電話番号を

記入のうえ、アクアプラザ上田・高齢者水中運動係 (干386-0042上田市上塩尻 623)まで

じ〉締め切り 12月27日開)必着 [>交通 月・ 金曜日には無料送迎パスを運行していますので

ご利用くださ lio 行き:上田駅温泉ロ発 10時25分、帰り :アクアプラザ発 14時00分]

園ベビースイミング教室追加募集

教室名 曜日 時間 対 象 教室期間と回数 定員

0歳児教室 水 12:10~ 12 :40 生後 6 か月 ~ 1 2か月の子と保護者 1 月 19 日 ~ 11 回 8組

1歳児(火)教室 火 11 : 10~ 11:45 満 1 歳 6 か月 ~ 2 歳未満の子と保護者 1 月 18 日 ~11 回 5組

1歳児(水)教室 フk 11 : 10~ 11:45 ;前 1 歳~ 1 歳11 か月の子と保護者 1 月 19 日 ~11 回 8組

2歳児(火)教室 火 10 ・ 1O~ 10 ・ 45 満 2 歳~ 2 歳11 か月の子と保護者 1 月 18 日 ~ 11 回 15組

2歳児(水)教室 7.1<. 10 ・ 1O~ 10 ・ 45 満 2 歳 6 か月 ~3 歳未満の子と保護者 1 月 19 日 ~ 11 回 8組

マ参加料 6，300円 (保険料、レ ッスン料、水着代など〉 マ申し込み 官製はがきに、お

子様の氏名・ 生年月日・満年齢と郵便番号、住所、電話番号、保護者氏名、希望の教室名を

記入のうえ、アクアプラザ上田 (干386-0042上田市上塩尻 623)まで マ締め切り 12月26

日(日)必着(定員を超えた場合は抽選〉

圃マタニティー&産後水泳教室参加者募集(毎週火・金曜日12:00-13:00)

妊婦さんの運動不足解消と産後のケアーに。参加者随時募集しています。



自
分
も
大
事

人
間
だ
も
の

刊
月
2
日
に
上
田
市
人
権
啓
発
推
進
委
員

会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
団
体
指
導
者
同
和

教
育
研
修
会
で
は
、
様
々
な
団
体
や
立
場
の

皆
さ
ん
が
2
0
0
名
余
り
参
加
し
て
、

7
つ

の
分
散
会
に
分
か
れ
て
、
同
和
問
題
や
い
ろ

い
ろ
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
熱
心
な
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
感
想
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
が
産
ま
れ
て
く
る
と
き
、
差
別
す
る

心
は
な
く
真

ァ
臼
で
こ
の
世
に
出
て
き
ま
す
。

こ
の
真
ア
臼
な
心
を
汚
す
の
は
、
ま
わ
り
の
人

問
、
親
や
社
会
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

(幼
稚
園
児
保
護
者
)

参
加
者
の
体
験
が
生
々
し
く
、
人
権
問
題
が

い
か
に
我
々
の
身
近
に
あ
る
か
痛
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
逆
に
こ
の
会
議
で
い
ろ
い
ろ
語
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
人
権
意
識
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

(
福
寿
ク
ラ
ブ
)

こ
の
よ
う
な
分
散
会
に
出
席
し
た
の
は
、
初

め
て
で
あ
っ
た
が
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
特
に

中
学
校
の
い
じ
め
に
対
す
る
取
り
組
み
、
同
和

地
区
出
身
の
人
と
の
結
婚
に
つ
い
て
の
こ
だ
わ

り
意
識
や
そ
の
問
題
点
等
に
は
教
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
今
後
、
家
庭
・
地
域
の
中
で
生

か
し
て
い
き
た
い
。

(

小
学
生
保
護
者
)

差
別
問
題
、
同
和
問
題
と
い
う
言
葉
を
聞
く

と
、
難
し
く
考
え
が
ち
で
す
が
、
「
い
じ
め
」

を
例
に
と
る
と
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。
私
自
身

も
差
別
な
ん
か
し
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

相
手
か
、
り
す
れ
ば
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る

と
思
う
。

(

保
育
園
児
保
護
者
)

差
別
は
深
刻
な
、
沈
黙
し
て
い
る
ほ
v

つ
が
い

い
問
題
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
勉
強

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
家
の
中
で
子
ど

も
を
「
オ
イ
」
と
呼
ぶ
の
も
人
権
問
題
と
の
発

言
も
あ
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
若
い
世
代
は
人
権
意
識
が
芽
生
え
て
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
幼
稚
園
児
保
護
者
)

い
じ
め
の
実
態
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
意
見

を
聞
き
、
学
校
側
の
対
応
、
親
の
苦
し
み
等
痛

感
で
き
た
。
し
か
し
、
い
じ
め
ら
れ
る
か
た
の

意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
、
い
じ
め
て
い
る
子
の
親

の
意
見
が
な
い
。
で
き
れ
ば
、
い
じ
め
て
い
る

子
に
対
し
て
の
親
の
対
処
の
仕
方
等
の
話
も
聞

き
た
い
と
思
う
。

(

人
権
啓
発
推
進
委
員
)

今
は
も
う
部
落
差
別
は
な
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
主
に
結
婚
時
等
に
は
現
在
も
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
っ
た
。
初
年
以
上
前
か
ら
行
っ
て
き

た
部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
の
運
動
も
、
同
和

教
育
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
世
代
に
は
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
。
時
間
が
か
か
っ

て
も
、
い
つ
か
い
い
結
果
が
出
る
は
ず
だ
。

(保
育
園
児
保
護
者
)

い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
の
意
見
や
事
例
な
ど

お
聞
き
し
、
こ
の
研
修
会
に
出
る
の
は

2
度
目

で
す
が
、
前
回
同
様
ど
ん
な
会
に
も
ま
し
て
内

容
の
濃
い
話
が
聞
け
て
、
本
当
に
勉
強
に
な
り

ま
す
。
自
分
自
身
を
反
省
す
る
、
も
の
す
ご
く

い
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

人
そ
れ
ぞ
れ
性
格
が
違
う
の
と
同
じ
よ
う
に

身
体
の
つ
く
り
な
ど
も
一
人
一
人
違
っ
て
当
た

り
前
で
す
。
み
ん
な
同
じ
精
一
杯
生
き
て
い
る

一
人
の
人
間
と
し
て
、

支
え
あ
っ
て
生
き
ら
れ

る
よ
う
な
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

(保
育
園
児
保
護
者
)

同
和
地
区
出
身
の
か
た
の
生
の
お
話
を
聞
い

て
現
在
で
も
部
落
差
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
中
学
生
の
と
き
に
同
和
教
育
の

時
間
に
、

「
勉
強
し
な
け
れ
ば
知
ら
ず
に
済
ん

だ
の
に
。」

と
発
言
し
た
と
こ
ろ
、

担
任
の
先

生
に
正
し
く
勉
強
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え

ら
れ
、
部
落
差
別
が
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
と
い
う
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、

今
現
在
で

も
差
別
が
実
在
す
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

一

度、

差
別
を
す
る
人
の
意
見
と
い
う
も
の
を
聞

い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
憤
り
を
感

じ
る
と
思
い
ま
す
。

(

幼
稚
園
児
保
護
者
)

我
が
家
で
も
夫
と
、
部
落
問
題
に
つ
い
て
声

を
大
に
し
て
話
し
合
え
ば
知
ら
な
い
人
も
知
る

よ
う
に
な
り
、
ま
す
ま
す
こ
の
問
題
が
続
い
て

い
く
の
で
は
な
い
か
・
:
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、

今
日
「
正
し
く
」
部
落
問
題
に
つ

い
て
の
認
識
を
得
る
こ
と
で
、
部
落
差
別
が
無

く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
有
意

義
な
分
散
会
で
し
た
。

(

中
学
生
保
護
者
)

各
分
散
会
は

ω名
ほ
ど
で
、
身
近
な
こ
と
や

自
ら
を
赤
裸
々
に
話
さ
れ
た
り
、
克
服
の
苦
労

を
語
ら
れ
た
り
と
、
大
変
有
意
義
で
中
身
の
濃

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
そ
れ
ぞ
れ
に
満
足
さ
れ
て
帰
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

11.12.16 [ 15 ] 



毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

安「 霊お

穣 i
文

自
分
が
小
学
校
に
入
る
前
に
じ
っ

ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
。
そ
の
時
の
こ
と

は
、
今
で
も
お
ぼ
え
て
い
る
。

自
分
が

2
1
3
歳
の
時
に
、
り
ん

ご
の
木
を
ま
ち
が
っ
て
少
し
ノ
コ
ギ

リ
で
け
ず
っ
て
怒
ら
れ
て
、
は
た
か

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
、
じ
っ
ち
ゃ

ん
が
死
ん
だ
時
は
悲
し
か
っ
た
。
ず
っ

と
泣
い
て
い
た
。

じ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
病
気
だ
っ
た
。

ガ
ン
と
い
う
。
じ
っ
ち
ゃ
ん
が
亡
く

な
っ
て
、
自
分
は
、
ガ
ン
と
い
う
病

気
を
知
っ
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
、

今
は
そ
れ
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
が
昔
は
、

不
快
な
気
持
ち
に
な
っ
だ
。
ガ
ン
だ

け
に
は
、
な
り
た
く
な
い
。

じ
っ
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
時
は
、

2

階
で
し
ず
か
に
息
を
ひ
き
と
っ
た
ら

し
い
。
家
族
に
運
ば
れ
て
、
じ
っ
ち
ゃ

ん
が
降
り
て
き
た
。
そ
の
時
の
顔
は
、

し
ず
か
に
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
た
。
死

ん
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
火
葬
場

へ
行
く
時
に
な
っ
て
、
自
分
は
大
泣

き
し
て
、
な
か
な
か
車
に
の
ろ
う
と

し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
じ
っ
ち
ゃ
ん

が
焼
か
れ
た
。
骨
が
出
て
き
た
。
骨

は
、
雪
の
よ
う
に
白
か
っ
た
。
骨
を

見
た
時
、
自
分
は
ど
う
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

家
族
を
失
う
こ
と
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、

と
て
も
大
き
か
っ
た
。
こ
ん
な
思
い

は
、
も
う
一
生
し
た
く
な
い
と
思
っ

た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
避
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
だ
。
だ
っ
た
ら
家

族
が
死
ぬ
前
に
や
れ
る
こ
と
は
、
な

に
か
考
え
た
。
今
や
れ
る
こ
と
は
、
ば

ー申にソーラー時計を設置
信越郵政局、上田郵便局のご厚意

で、第一中学校にソーラ一時計を設

置していただき、 11月24日、郵便局、

一中などの関係者が出席して完成セ

レモニーが行われました。

この時計は、太陽光で動き、電波

で時刻合わせができる構造で、グラ

ンドなど屋外から見えるよう正面玄

関の前に設置していただきました。

あ
ち
ゃ
ん
の
話
し
相
手
に
な
っ
た
り

す
る
こ
と
だ
け
ど
、
こ
れ
が
け
つ
こ

う
大
変
な
の
だ
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
年

だ
か
ら
少
し
ボ
ケ
て
い
て
、
昔
の
話

を
何
回
も
何
回
も
聞
い
て
い
る
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
兄
が
戦
地
へ
い
っ
て
戦

死
し
た
時
、
船
ご
と
沈
没
し
て
お
骨

が
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
話
や
、
配
給

の
魚
を
一
匹
、

5
j
6
軒
の
家
庭
で

わ
け
た
話
や
、
ガ
ン
コ
な
父
親
の
話

や
、
じ
っ
ち
ゃ
ん
の
す
ぐ
近
く
で
地

雷
が
バ
ク
ハ
ツ
し
た
な
ど
の
話
を
、

最
初
は
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い
た

け
ど
、
何
回
も
開
い
て
い
る
と
そ
れ

な
り
に
つ
ら
い
も
の
が
あ
る
。
老
人

と
の
つ
き
あ
い
は
、
む
ず
か
し
い
の

だ。
弟
と
は
、
い
つ
も
ケ
ン
カ
ば
か
り

し
て
い
る
し
、
な
に
か
を
や
っ
て
や

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
。

な
ぜ
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

自
分
た
ち
は
そ
う
い
う
兄
弟
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

母
と
父
に
も
今
の
と
こ
ろ
な
に
も

な
い
。
と
い
う
か
、
な
に
を
や
っ
て

い
い
の
か
正
直
わ
か
ら
な
い
の
だ
。

父
と
母
に
は
、
今
は
な
に
も
し
て
や

れ
な
い
け
ど
、
い
つ
か
は
、
な
に
か

し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

家
族
が
幸
せ
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

家
族
が
欠
け
る
と
悲
し
み
が
大
き
く

な
る
け
ど
、
自
分
は
家
族
全
員
が
幸

せ
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

鼎シリース:No.5

司国圃圃圃.
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山
本
鼎
・
風
の
ご
と

5
フ
ラ
ン
ス
へ
の
旅
立
ち
j

「ー
ー
旅
に
来
て
版
画
の
面
白
味

を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
私
は
、
山

本
君
と
一
緒
に
、
君
が
手
刷
り
に
し

た
小
品
を
眺
め
た
。
そ
の
中
に
は
、

船
の
手
す
り
に
よ
り
な
が
ら
海
を
み

る
女
の
図
な
ど
も
あ
っ
た
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
あ
た
り
の
印
象
と
見
え
て
、

そ
の
女
の
日
本
風
俗
に
も
君
ら
が
日

本
郵
船
で
の
旅
情
を
し
の
ば
せ
る
も

の
が
あ
っ
た
。
|
|
」
島
崎
藤
村
の

紀
行
文
『
エ
ト
ラ
ン
ゼ
』
の

一
文
で

す
。
こ
こ
で
藤
村
が
眺
め
た
小
品
、

そ
れ
が
「
デ
ッ
キ
の
一
隅
」
で
す
。

1
9
1
2
年
に
神
戸
港
よ
り
フ
ラ
ン

ス
へ
向
か
っ
た
鼎
は
、
旅
路
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
手
ま
め
に
ス
ケ
ッ
チ
し
、

「デッキの一隅」
(1912) 177 x 170mm 

「デッキの女J(1912)
スケッチ

す
じ
に

そ
れ
ら
を
基
に
パ
リ
の
ア
ト
リ
エ
で

版
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
線
で
描
く

こ
と
を
せ
ず
、
丸
刀
を
使
っ
て
細
か

な
彫
り
を
刻
み
、
凹
部
の
効
果
を
生

か
し
た
大
胆
な
作
品
で
す
。
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
あ
り
な
が
ら
、

一
方
で
観
る

者
に
ソ
フ
ト
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

女
性
の
軟
ら
か
な
曲
線
、
そ
の
後
ろ

姿
は
淡
い
影
を
帯
び
、
そ
こ
は
か
と

な
い
哀
愁
が
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
ま
で
の
長
い
船
旅
の
中

で
、
鼎
は
デ
ッ
キ
に
た
た
ず
む
人
物

の
ス
ケ
ッ
チ
を

2
枚
描
い
て
い
ま
す
。

1
枚
は
本
作
品
の
下
絵
で
あ
る
女
性

の
後
ろ
姿
。
そ
し
て
も
う

1
枚
は
男

性
の
後
ろ
姿
。
鼎
は
デ
ッ
キ
に
も
た

れ
は
る
か
遠
く
の
海
を
見
つ
め
る
人

人
の
背
中
を
描
き
な
が
ら
、
自
ら
も

せ
き
り
ょ
う

そ
れ
ら
の
人
々
と
同
じ
寂
家
感
を
味

わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

3

0
 

ムハ
N

ー
ー
風
の
ご
と

一
す
じ
に
、

こ
し
旅
な
れ
ど
果
て
ぬ
と

思
ひ
涙
迫
り
ぬ
。
ー
ー

鼎
は
渡
航
日
記
の
中
で
こ
の
よ
う

な
一
句
を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
芸
術

を
学
ぶ
た
め
に
渡
仏
を
決
め
た
鼎
で

し
た
が
、
未
来
へ
の
漠
然
と
し
た
不

安
は
隠
せ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。



つ

-n月定
例
会

日
月

1
日
側
開
催
し
た
日
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

欠
員
補
充
に
伴
う
委
員
の
委
嘱

(
1
人
)
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

二
天
皇
陛
下
御
在
位
十
年
記
念
慶

祝
事
業
に
つ
い
て

日
月
ロ
日
の
記
念
式
典
当
日
に
、

登山道復活を記念し烏帽子岳登山
教育委員会では、市民の森から烏帽子岳へ登る登山道

が荒れていたため、その整備をしました。

この登山道が復活したことを記念し、 10月31日、 45名

が参加して烏帽子岳登山が行われました。この日は、湯

の丸高原から烏帽子岳頂上を目指し市民の森まで下山す

るルートで、総距離約10kmを歩きました。

慶
祝
事
業
の
一
環
と
し
て
、
博
物

館
等
を
無
料
公
開
す
る
件
に
つ
い

て
審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
各
施
設
に
お
い

て
国
旗
を
掲
揚
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

三
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
改
修
に

伴
う
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

改
修
工
事
の
期
間
中
、
一
部
使

用
不
能
と
な
る
た
め
、
使
用
料
を

減
免
す
る
件
に
つ
い
て
審
議
し
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
組
織
改
正
に
つ
い
て

行
政
改
革
を
推
進
す
る
な
か
で
、

教
育
委
員
会
の
組
織
・
機
構
を
ど

の
よ
う
に
見
直
し
、
改
正
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

『上田市誌』

編さんだより⑨

上田市域の縄文文化

市誌編さん室

(固③97 4 1 ) 

上
田
盆
地

(上
田
小
県
地
域
)
の

縄
文
時
代
遺
跡
は
、
今
ま
で
に

5
6

6
か
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
う
ち
上
田
市
域
に
は

1
7
2
か
所

存
在
し
て
い
ま
す
。

ろ
く

山
麓
の
高
所
に
位
置
し
た
室
賀
の

や

ぎ
谷
鬼
遺
跡
と
別
所
の
塩
水
遺
跡
か
ら
、

か

や

ま

縄
文
早
期
の
茅
山
式
と
呼
ば
れ
る
市

内
で
は
最
も
古
い
土
器
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
の
上
田
原
遺
跡

等
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
平
坦
地

か
ら
も
こ
の
古
い
土
器
が
確
認
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
縄
文

時
代
前
期
に
な
る
と
遺
跡
の
広
が
り

も
拡
大
し
、
次
の
中
期
に
は
さ
ら
に

山
麓
面
か
ら
平
坦
面
に
ま
で
広
く
分

布
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
遺
跡
の
規

模
も
大
き
く
な
り
、
縄
文
文
化
で
最

も
繁
栄
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

け

ん

た

み

塩
田
新
町
の
検
田
見
遺
跡
か
ら
は
、

中
期
中
葉
の
勝
坂
式
と
呼
ば
れ
る
土

か

そ

り

器
を
中
心
に
、
中
期
後
葉
の
加
曽
利

E
式
土
器
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

せ
き
ぞ
く

す
。
ま
た
黒
曜
石
製
の
石
銀
、
小
形

ま

せ

い

せ

き

ふ

だ

せ

い

く

ぼ

み

い

し

の
磨
製
石
斧
、
打
製
石
斧
、
凹
石
、

石
皿
な
ど
と
呼
ば
れ
る
各
種
の
石
器
・

石
製
品
類
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

や

ち

は

ら

豊
殿
地
区
漆
戸
の
八
千
原
遺
跡
か

ら
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
中
期
初

頭
か
ら
後
期
ま
で
の
多
数
の
遺
構
や

た
て
あ
な

遺
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
竪
穴
住

居
跡
は
全
体
で
侃
軒
検
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
う
ち
床
面
に
平
石
を
敷

い
た
「
敷
石
住
居
」
と
呼
ば
れ
る
遺

構
が
但
軒
も
発
見
さ
れ
注
目
さ
れ
た

ど

こ

う

し

ゅ

う

せ

き

の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
土
墳
・
集
石
・

う
め
が
め

地
下
に
設
置
さ
れ
た
埋
護
な
ど
の
遺

構
と
各
種
土
器
類
も
検
出
さ
れ
、
上

田
市
域
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
様
相

が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
す
。

縄
文
時
代
後
半
に
あ
た
る
後
期
や

晩
期
に
な
る
と
、
中
期
の
遺
跡
と
は

異
な
り
、
上
田
市
域
で
も
か
な
り
小

規
模
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
知
ら
れ

[ 17 ] 

八千原遺跡の敷石住居跡

検田見遺跡出土の縄文中期土器

也

f一

2

問
、

-'i占
九円引を.

盲六

陀
能
'

J

写

て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
で
は
浦
野
の

し
も
ま
え
お
き

下
前
沖
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
、
後
・

晩
期
の
土
器
類
の
ほ
か
に
、
土
偶
、

ど

す

い

土
錘
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
土
製
耳

飾
り
、
さ
ら
に
石
銀
、
石
錘
、
打
製

す
り
い
し

石
斧
、
磨
製
石
斧
、
凹
石
、
磨
石
、

せ

き

ほ

う

せ

っ

か

ん

石
皿
、
石
棒
、
石
剣
、
石
万
、
石
冠

な
ど
の
豊
富
な
石
器
・
石
製
品
類
も

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
炉
跡
、

は
い
せ
き

配
石
跡
、
土
壌
、
埋
護
な
ど
の
遺
構

も
確
認
さ
れ
、
縄
文
時
代
後
半
期
の

様
相
も
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
の
で
す
。

上
田
市
域
に
は
、
こ
の
他
い
く
つ

か
の
縄
文
文
化
の
遺
跡
が
知
ら
れ
て

お
り
、
た
く
さ
ん
の
土
器
・
石
器
類

や
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
歴
史
編
山
「
上
田
盆
地
の
あ
け

ぼ
の
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
残

し
て
い
っ
た
人
々
の
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。

11.12.16 
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投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月四日までに投かんしてくださし'0

今月の投稿数
147首、俳句・ 137旬
108旬、計・ 392作品

短歌・

川柳・

宮
崎

盛
登
選

材

木

町

大

谷

文

子

や
が
て
散
る
楓
の
く
れ
な
ゐ
極
ま
り
て

そ
の
一
瞬
の
埠
さ
美
し

小

牧

宮
島

正

国
分
寺
の
暮
鐘
は
無
常
な
響
き
も
ち
枯

日
章
を
な
ら
し
冬
の
風
す
ぐ

御

所

白

川

昇

率
日
に
染
ま
り
埠
く

パ
ル
テ
ノ

ン
プ
ラ

ト
ン
踏
み
し
き
ざ
は
し
下
る

口
四
凶
凹

ア
テ
ネ

に
て

下
紺
屋
町

小

島

馴
染
み
あ
る
画
家
の
桧
並

ぶ
オ
ル
セ

l

美
術
館
人
混
み
は
げ
し
垣
間
見
る
の
み

緑

が

丘

津

林

清

司

行
く
秋
を
惜
し
み
井
い
散
る
銀
杏
の
黄

葉
山
川
あ
と
め
ぐ
る
旅
人
の
背
に

小

泉
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